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論 文 内 容 の 要 旨
本博士論文は、これまで日本の宋代政治史研究の通説となってきた、宋代において「君主独裁政治」 
が確立したという考え方に対して、抜本的に見直しを行うことによって新たな政治像を提示しようと 
したものである。『政治動態分析』（岩波書店、1959年）という書において、ラスウエルは権力の 
行使される社会関係を政治と呼び、政治を動態的観点から捉えた場合、それは「誰が、何を、いつ、 
どのようにして手に入れるのか」にあるとしている。これは政治を具体的な主体、時間、空間、手段 
といったものの多様な関係からなる、構造的観点から捉えようとする研究姿勢を示している。本論文 
は、この考え方に導かれつつ、政治をより具体的な関係構造の中で捉えることを目指した。
第一部「宋代の選挙制度の構造」では、科挙（官吏登用制度) 、銓選(官吏任用制度）をめぐる新法 
党、旧法党の抗争を中心に宋代の選挙制度がどのように議論されてきたのか、制度制定の背後にある 
論争を中心に論じた。具体的には、「鈴選」制度においては「資格」• 「薦挙」と 「試験」をめぐる意 
見対立、「科挙」においては「法律」、「道徳」、「経義」、「詩賦」をめぐる意見対立が存在し、これら 
が宋代における人材登用、人材任用の大きな流れを形成することになったことを明らかにした。
第二部「宋代の朋党」では、朋党ニ政治集団とは何かと言う原理的な問題、ならびに朋党がどのよ 
うに形成されていくかを論じた。具体的には当時の科挙一官僚制を中核とした政治世界に生きた士大 
夫は、出世の不可欠要件である薦挙を獲得するために、自己をとりまく地縁、血縁、学縁、業縁とい 
った何らかの機縁を同じくする関係構造を主体的に選択し、またその諸関係に取り込まれていった。 
そしてこれらの関係は、当時の宰相を中核とする行政府と政事批判を職とする「言路」の官の対立を 
軸に政治運営を行う仕組みや「詔獄」（皇帝の命令で設置される特別裁判所）などの仕組みを背景に、 
政争あるいは出世競争の中、朋党という政治的人的結合へ発展して行ったことを明らかにした。
第三部「宋代の政治システム」では、政策決定システムならびに文書システムの問題について論じ 
た。具体的には三省六部を中心とした行政府と論戦を繰り広げた「言路」の官の役割、政策決定シス 
テムの柱となる「対」（官僚が皇帝の前で直接意見を申し上げる制度）と 「議」（官僚が行う集議)、 
中央と地方とを結ぶ各種文書の類型とその機能について分析を行った。これらの分析を通して、唐の 
貴族政治から北宋の君主独裁政治の確立、そして南宋の専権宰相を中心とした政治体制への変化がす 
ベて上記の政治システムの問題と深く関わり展開していることを明らかにした。
第四部「宋代の政治日記」は、政治史料の問題を論じた部分である。従来、政治史料としては正史、 
実録系の史料が第一級史料として重んじられてきた。しかし、これらの史料は必ずしも一次史料では 
なく、各種の史料を編纂した二次的史料であり、また、政治事件の起こりと結果の部分について重点 
的に書かれる傾向が強い。政治をより動態的な観点、すなわち「誰が、何を、いつ、どのようにして 
手に入れるのか」という観点から捉え直す場合、宋代の政治家が書き残した日記史料が有効となる。 
日記の分析を通じて、北朱に主流であった皇帝、官僚間の直接対話方式に代わって、南宋には皇帝、 
宰執間を中心に文書が行き来する間接対話方式が主流となり、後の明代の内閣の票擬制度に象徴され 
る文書を中心とした政策決定方式へと発展していくことを明らかにした。
第五部「宋代の政治空間」は、宋代の政治空間について多面的な角度から論じた部分である。従来 
の研究においては、政治空間というと都城や宮殿•役所の配置といった物理的な空間分析が中心であ 
った。しかし、政治空間は人と人との交流によって作り出される「場」という側面を同時に有するの 
であり、ここでは物理的空間の問題に加えて機能的空間、皇帝一 官僚間の関係構造から視た空間の問 
題を集中的に論じた。具体的には、「北宮南市」型の北宋の都開封と「南宮北市」型の南宋の都臨安
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の差異と特徴、伝統的な空間区分である外朝、内朝、経筵の三つの空間の役割と皇帝と官僚間の儀礼 
上の差異、南宋の専権宰相を生み出す政治システムと地理的空間配置などの諸点について検討を行い、 
政治空間の変化が同時に政策決定の変化の問題と深く関わっていることを明らかにした。
論 文 審 宇 1 の 結 果 の 要 旨
本論文は、宋代政治史研究の基軸をなしてきた「君主独裁政治」の確立という問題を再検討し、新 
たな政治像を提示しようとした研究である。
「序言」では従来の研究の整理と問題点の指摘が行われている。 「君主独裁政治」の確立に関する 
古典的見解は、唐代から宋代にかけての政治の変化の特徴を、 「皇帝と貴族との協議体」から、貴族 
の没落、科挙を媒介とする士大夫官僚の台頭にともない、政治の全権を皇帝が掌握する「君主独裁政 
治」へと移行した点に求めた（内藤湖南、宮崎市定）。この古典的見解は君臣関係、官僚機構、科挙 
制度といった政治制度の質的転換を念頭に組み立てられており、その後の政治史研究も両氏が提示し 
た指針をもとに検討が進められ、多くの成果が積み重ねられたが、依然として残された問題も多い。 
本論文では、従来の研究の問題点として、研究方法 • 視点の偏り、唐宋の政治形態の類型比較や北宋 
史偏重の傾向、国史、実録系の二次史料の利用を掲げ、政治過程論、政治行動論を用いたミクロ政治 
学的手法の導入と第一次史料の解析の必要性を強調する。
第一部「宋代の選挙制度の構造」は、四章から成る。第一章は、王安石の新法時代に行われた銓選 
制度 (官吏任用制度）の改革を再検討する。この改革は、吏士合一（胥吏の待遇改善• 才幹の重視、 
士の品位 • 能率向上）という理念にもとづき、人格と実務能力を問う官吏採用試験として整備され、 
それは「貴族として相応しい人物を選ぶ科挙」から「実務主義に基づく科挙」へという科挙制度の移 
行と同一の軌跡をたどるものであった。第二章は、王安石の選挙政策を考察し、実務能力を重んじて 
任用するという王安石の方針が、薦挙•資格を柱とする従来の銓選体制に照らしてかなり革新的なも 
のであったとする。第三章では、就官のための教養として、士大夫に法律の知識が求められたが、そ 
の背景として刑法改正という動きがあったことを指摘する。第四章は、新法党の排斥、新法政治の否 
定という文脈で解釈されてきた元祐時代の政治を、科挙、銓選等の選挙論議を通じて考察し、政治的 
対立を超えた文人• 読書人としての意識とそれにもとづく制度改革のあり方を読み取り、南宋に継承 
される政治構造が確立されてゆく時期として肯定的な側面より再評価がなされるべきことをいう。
第一部での考察は、マクロな政治史の研究の観点からは十分に明らかにされていなかった王安石の 
新法の具体的側面とくに選挙制度の改革に焦点を当て、政治過程、政治行動の詳細に立ち入る手法を 
もって考察し、科挙制度と銓選制度の一体的な改革、その後の時代への継承を明確に提示した点に特 
徴がある。その際、改革の内容を綿密な史料考証を加えて検証した研究手法はとりわけ高く評価され 
るところである。
第二部は宋代の政治集団として注目されてきた朋党をテーマとする（全ニ章）。第一章で問題と 
するのは、唐代の貴族的朋党から、学問•政策を基軸とした宋代的朋党への変化を指摘した従前の見 
解であり、こうした大きな転換を承認しつつ、言路の官（台諫、給事中など）の重要性に着眼する。 
言路の官としての同僚意識が朋党の紐帯を作り上げる契機であり、その官職を得るには上級官職者の 
推薦が必要とされ、推挙 • 被推挙関係も朋党の人間関係を構成する大きな要素となった。こうしたあ 
り方を生み出したのは、科挙合格が官職獲得に直結する科挙制度の確立、資格と薦挙をニ本の柱とす 
る銓選制度の展開であり、出世するには上位の官職保有者からの保挙（引き立て）が必要とされた。 
宋代の朋党の対立は新法党と旧法党のそれに象徴されるが、一方が他方を葬り去る手段として用いた 
のは、詔 獄 （皇帝の詔勅により設けられる特別裁判）である。詔獄を用いた弾圧を具体的に分析した 
結果として理解されるのは、宋代の詔獄が、宰相秦檜の専権期などをのぞけば、十分に機能すること 
なく、総じて言路の官に代表される言論活動が活発であったことである。第二章では朋党形成の契機 
に論点を絞り込んでいる。薦挙を中心に史料を検討すると、 「同」を紐帯とする多様かつ複合的なネ 
ットワークが抽出されたが、このネットワークは、士大夫が出世の不可欠要件である薦挙を獲得する 
ために、自己をとりまく地縁、学縁、業縁といった諸関係を主体的に選択した結果として形成され、 
それらの諸関係が朋党という政治的人的結合へと発展していった。
第二部の考察の特徴は、科挙•官僚制度の確立をバックボーンとして浮上した言路の官をめぐって 
出世の階梯の仕組み（薦挙の制度）と朋党の人間関係が形作られ、地縁、学縁、業縁などの諸関係も 
薦挙の獲得のために利用される、という分析結果を通じて、宋代における科挙•官僚制度が果たした
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役割の重要性が再認識されることにある。また、 「同」という概念が、士大夫が取り結んだ関係の複 
雑さを解き明かす鍵となることも重要な指摘である。
第三部「宋代の政治システム」は四章から構成される。第二部において、言路の官の重要性が描か 
れたが、第一章では、言路の官（言官）と宰執との関係が取り上げられた。言官は当初、宰相権力を 
抑制する役割を期待されたが、北宋後期に入ると、宰相と言官の結託が問題となり、 「天子の耳目」 
から「執政の私人」へと移行した。この問題を検討するうえで、本章は元祐時代に着眼し、豊富な資 
料を駆使して、元祐時代の政治において、宰執に文武の大権が集中する一方、言官は専権宰相の手足 
となっていき、言事機能も弱体化していくことを明らかにし、そのうえで元豊から南宋へと展開する 
行政府の権力集中、言事機構の弱体化は、元明清へと連なる君主独裁体制への過渡期の現象として位 
置づけた。
第二章と第三章は文書研究である。第二章は、最終的に皇帝によって国家意志の発議•決定がなさ 
れるという政治システムについて、議と対という文書制度に注目する。とくに対は皇帝の耳目の装置 
として重要な役割を果たしており、前章で取り上げられた宰執•台諫の政治権力は対の権限を背景に 
形成されたことを指摘する。また第三章は、とくに地方文書（简子、帖、牒、申）の分析を通じて、 
地方官府間の上下関係と平行関係を読み取った。第四章は各種の文書（「関」、 「牒」、 「諮報」） 
を通じて、官司相互の統属、非統属の関係を論じている。中央集権的官僚体制のもとでの官司間の関 
係は一元的、ピラミッド的な体系ではなく、中央、地方ともに文書形式を中心に系統づけられた複層 
的な関係であることを明らかにした点が注目される。
第三部は宋代の政治システムを二つの局面から捉えた。一つは皇帝と言官•宰執との間の関係に着 
目して、行政府への権力集中を指摘したことであり、もう一つは文書分析を通じて、一元化されない 
官司相互間の複層的な関係を読み取るものであった。この二つの局面に注視したことにより、後の時 
代に完成される君主独裁体制との関係が明瞭に浮かび上がった点が高く評価される。
第四部「宋代の政治日記」は、第一章において、政治過程解明のためには、第一次史料に目を向け 
ることが必要であるとして、ともに政治家の記した政治記録である、時政記（宰相と執政= 宰執の政 
治に関する記録）と日記に注目する。このうち、日記は生々しい政治実態を映し出してくれる点で優 
れている。これに対して、時政記は官選の編纂史料であるため、日記と比べると政治の生々しい記録 
という点では見劣りがするが、官僚が皇帝に直接意見を申し上げる「対」と呼ばれるシステムに対応 
するものであり、宋代の政治の特質を如実に反映したものであった。続く第二章は政治日記の事例と 
して『王安石日録』を取り上げ、その具体的内容を分析した。また、第三章は周必大が宰執の在任中 
に執筆した日記を考察する。南宋の政治は、皇帝と宰執の接触が「対」と 「御筆」 （宦官を介して送 
られる文書）の二つを中心に展開し、両者を軸に政策決定が進められたことを示している。第四章の 
分析対象は欧陽修の日記『欧陽脩私記』であり、それが皇帝との政治的会話を記すことに主眼が置か 
れていたことを指摘している。
第四部は、従来の研究では十分に利用されてこなかった政治日記という第一次史料に着眼し、よく 
その内容を解析し、活用した点がまず評価されるところである。また、政治日記を通じて知られる皇 
帝と宰執などとの対話は、第三部で詳細に描かれた政治意志決定のシステムに対応することが明らか 
にされており、氏の主張を説得力あるものとしている。
第五部「宋代の政治空間ー宋代の政治空間を如何に読むのか？」は宋代の政治システムを「政治空 
間」という観点からとらえ直そうとする試みである。唐の貴族政治から宋の君主独裁政治への変化と 
いう図式を政治空間の問題に置き換えて見るならば、皇帝、官僚の政治空間の比重の変化と見なすこ 
とができる。つまり、唐代までの官僚の政治空間に比重が置かれた時代から、皇帝の政治決済の空間 
への重心の移動として理解できる。その例として北宋の「対」システムを中心とした政治運営を挙げ 
ることが可能であり、更に南宋の御筆システムを中心とした政治運営への変化も読み解けるとする。 
宋代における皇帝権力の時代的変移を浮かび上がらせる方法として、 「空間」という視角の導入が有 
効であることを示したものといえよう。
「結語宋代政治史研究の新たな展望」では、本論で論議してきた内容を要約したうえで、政治シ 
ステムを分析の視野に入れたアプローチ、政治事件史の分析方法、社会史•文化史的アプローチによ 
る政治の研究、以上三点について意欲的な展望を示し、本論を括っている。
以上、本論文は、従来の研究がマクロな政治変動を偏重する傾向があったのに対して、一次史料 
を十分に活用した文書研究を重要な柱としつつ、科挙•官僚制度に支えられた君主独裁政治における 
皇帝と官僚、朋党や官司に関わる官僚相互の関係を具体的な場面に即して明らかにすることに成功し
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ている。•本論文で提示された研究手法は、他の時代の研究にも大きな刺激を与え、それぞれの分野の 
研究を進展させることが期待される。
以上の所見により、本論文は、大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値するものと認めら 
れる。
